
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

               

   

 

試
験
日
程
の
遅
れ
は 

せ
ん
断
の
ト
ラ
ブ
ル
か 

 

ま
ず
、
市
民
団
体
は
、
第
二

ス
テ
ッ
プ
の
日
程
に
つ
い
て
、

「
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
っ
て
約
二

ヶ
月
程
度
遅
れ
て
い
る
の
は

な
ぜ
か
」
と
、
説
明
を
迫
り
ま

し
た
が
、原
燃
担
当
者
か
ら
は
、

特
に
反
論
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。 

 

燃
料
集
合
体
の
せ
ん
断
が

約
一
ヶ
月
半
中
断
し
た
理
由

に
つ
い
て
原
燃
は
、
「
分
析
再

現
試
験
を
優
先
し
、
慎
重
か
つ

丁
寧
に
行
っ
た
た
め
」
と
回
答

し
ま
し
た
が
、
市
民
側
が
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
、八
月
十
九
日

深
夜
の
排
気
筒
モ
ニ
タ
ー
グ

ラ
フ
で
は
、
明
ら
か
に
せ
ん
断

機
械
の
ト
ラ
ブ
ル
が
示
さ
れ

て
い
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。
原

燃
側
は
そ
の
点
に
つ
い
て
、

「
燃
料
集
合
体
七
体
目
を
せ

ん
断
機
械
の
中
に
入
れ
よ
う

と
し
た
が
、
装
置
内
の
何
か
固

形
物
に
引
っ
か
か
っ
て
し
ま

っ
た
。
既
に
せ
ん
断
し
た
分
で
、

分
析
再
現
試
験
に
は
支
障
が

な
い
の
で
そ
こ
で
や
め
た
」
と

回
答
し
、
さ
ら
に
、
「
そ
の
固

形
物
は
遠
隔
操
作
で
、
最
初
は

ワ
イ
ヤ
ー
ブ
ラ
シ
で
、
次
に
砥

石
で
除
去
し
、
掃
除
機
の
よ
う

な
も
の
で
吸
い
取
り
、
回
収
し

た
。
そ
れ
が
何
か
は
調
べ
て
い

な
い
。
固
体
廃
棄
物
と
し
て
処

理
し
た
」
と
答
え
ま
し
た
。 

放
射
能
除
去
装
置
は 

つ
け
ら
れ
な
い
の
か 

次
に
、
八
月
十
八
日
夜
の
ク

リ
プ
ト
ン
ガ
ス
の
降
下
、停
滞

の
た
め
と
思
わ
れ
る
工
場
敷

地
内
Ｅ
Ｅ
モ
ニ
タ
ー
の
異
常

値
に
つ
い
て
追
及
し
ま
し
た
。 

 

特
に
、
岩
手
の
会
永
田
世
話

人
は
、
「
三
月
五
日
の
東
奧
日

報
に
は
、
元
原
研
技
術
者
の

『
ク
リ
プ
ト
ン
除
去
技
術
は

も
う
出
来
て
い
る
。
お
金
さ
え

か
け
れ
ば
除
去
出
来
る
』い
う

発
言
が
載
っ
て
い
る
。
安
全
協

定
で
は
、廃
液
や
排
ガ
ス
に
つ

い
て
最
新
の
技
術
で
放
射
能

の
低
減
措
置
を
す
る
と
し
て

お
り
、
協
定
違
反
で
は
な
い

か
」
と
追
及
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
し
て
原
燃
担
当
者
は 

「
排
出
ガ
ス
や
廃
液
か
ら
の

放
射
能
除
去
装
置
は
今
の
段

階
で
は
実
用
化
出
来
る
技
術

は
確
立
し
て
い
な
い
。
Ｊ
Ａ
Ｅ

Ａ
（
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機

構
）
が
ク
リ
プ
ト
ン
関
係
の
除

去
の
開
発
研
究
を
し
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。」
と
、
ま
る

で
人
ご
と
の
よ
う
な
回
答
を

し
ま
し
た
。 

六
ヶ
所
の
Ｍ
Ｏ
Ｘ
が
『
核
不

拡
散
に
優
れ
て
い
る
』
と
ど

う
し
て
言
え
る
か 

原
燃
は
十
一
月
に
初
め
て

生
成
し
た
『
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
混
合
酸
化
物
』
を
、『
核

不
拡
散
性
に
優
れ
て
い
る
』
と

発
表
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

れ
は
、
ど
の
よ
う
な
根
拠
か
ら

い
え
る
の
か
。
国
際
原
子
力
機

関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
の
基
準
で
は

Ｍ
Ｏ
Ｘ
か
ら
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

は
数
週
間
で
抽
出
可
能
と
さ

れ
て
い
る
と
追
及
し
ま
し
た
。 

こ
れ
に
対
し
て
、原
燃
側
は

「
国
際
原
子
力
機
関
の
基
準

で
は
な
く
、
『
物
質
の
特
性
』

か
ら
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
転
用

が
難
し
い
の
で
あ
る
」
と
し
か

答
え
ま
せ
ん
で
し
た
。 

こ
の
他
、放
射
能
廃
液
デ
ー

タ
の
公
表
に
つ
い
て
「
検
討

中
」
と
回
答
し
ま
し
た
。 

提
出
さ
れ
た
質
問
へ
の
文

書
に
よ
る
回
答
を
、
後
日
行
う

こ
と
を
確
約
し
、約
一
時
間
の

交
渉
を
終
え
ま
し
た
。 
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十
一
月
二
十
二
日
、
青
森
県
六
ヶ

所
村
の
（
株
）
日
本
原
燃
に
お
い
て
、

全
国
の
九
八
市
民
団
体
が
連
名
で
提

出
し
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
に
係
わ
る

質
問
並
び
に
要
望
書
に
つ
い
て
、
交

渉
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
原
燃
側
か
ら

は
、
広
報
地
域
交
流
室
広
報
部
総
括

グ
ル
ー
プ
の
鈴
木
良
典
副
部
長
ら
三

氏
が
、
市
民
団
体
側
か
ら
は
「
花
と

ハ
ー
ブ
の
里
」
菊
川
慶
子
さ
ん
、「
美

浜
の
会
」
代
表
小
山
英
之
氏
、「
三
陸

の
海
を
放
射
能
か
ら
守
る
岩
手
の

会
」
世
話
人
永
田
文
夫
さ
ん
ら
十
一

人
が
出
席
し
ま
し
た
。 



記
者
会
見
の
模
様
は
「
原
子

力
宅
急
便
」
（
原
子
力
資
料
情

報
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
で
、
動

画
（
四
〇
分
）
に
よ
り
報
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。
会
見
し
た
五
氏

は
、
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の 

危
険
性
を
次
の
よ
う
に
強
調

し
ま
し
た
。 

 

西
尾
漠
氏
（
原
子
力
資
料
情

報
室
共
同
代
表
） 

 

再
処
理
工
場
の
危
険
性
を

訴
え
て
何
回
か
「
ア
ピ
ー
ル
」

を
出
し
て
き
ま
し
た
が
、今
回

は
一
二
二
人
も
の
連
名
を
受

け
ま
し
た
。
原
子
力
推
進
の
立

場
の
人
に
も
「
再
処
理
」
に
つ

い
て
は
疑
問
を
持
っ
て
い
る

人
が
多
く
い
ま
す
。 

市
川
定
夫
氏 

（
埼
玉
大
学
名
誉
教
授
） 

 

一
九
六
五
年
以
来
、
ム
ラ
サ

キ
ツ
ユ
ク
サ
の
突
然
変
異
と

遺
伝
を
研
究
し
、放
射
能
は
微

量
で
も
危
険
で
あ
る
こ
と
を

発
見
し
ま
し
た
。人
や
生
物
の

遺
伝
に
計
り
知
れ
な
い
悪
影

響
を
及
ぼ
す
放
射
能
の
垂
れ

流
し
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。 

神
田
香
織
さ
ん
（
講
談
師
） 

「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
や
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
で
犠

牲
と
な
っ
た
消
防
士
の
家
族

を
テ
ー
マ
と
す
る
講
談
を
演

じ
て
き
ま
し
た
。六
ヶ
所
再
処

理
を
進
め
る
こ
と
は
、
ヒ
ロ
シ

マ
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
悲
劇

に
つ
な
が
る
恐
ろ
し
さ
を
感

じ
ま
す
。 

土
本
典
昭
氏 

 

（
記
録
映
画
作
家
） 

今
で
こ
そ
誰
で
も
知
っ
て

い
る
「
水
俣
病
」
に
つ
い
て
、

一
九
六
五
年
頃
に
は
、
多
く
の

人
々
は
無
関
心
で
い
ま
し
た
。

も
っ
と
早
く
気
づ
く
べ
き
で

し
た
。
巨
大
開
発
は
そ
の
地
域

の
住
民
を
追
い
出
し
、
大
工
場

と
集
落
の
間
に
広
大
な
無
人

地
帯
を
つ
く
り
だ
し
、
例
え
ば

こ
の
再
処
理
工
場
で
何
を
や

っ
て
も
反
対
で
き
な
い
状
態

を
作
り
出
し
ま
し
た
。
再
処
理

を
許
せ
ば
そ
の
被
害
は
、甚
大

な
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福
山
信
劫
氏
（
原
水
禁
国
民

会
議
事
務
局
長
） 

北
朝
鮮
の
核
武
装
を
や
め

さ
せ
、
東
ア
ジ
ア
に
平
和
な
非

核
地
帯
を
つ
く
る
た
め
に
、
日

本
は
世
界
中
か
ら
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
六
ヶ
所
工
場
は
日

本
の
核
武
装
の
素
地
を
つ
く

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
原
水
禁
の

願
い
か
ら
し
て
再
処
理
は
や

め
さ
せ
よ
う
。 

小
中
陽
太
郎
氏
ら 

六
氏
が
メ
ッ
セ
ー
ジ 

 

記
者
会
見
で
は
、
「
全
て
の

核
保
有
国
が
核
軍
縮
し
、ま
た

兵
器
に
つ
ら
な
る
核
燃
料
の

再
処
理
を
と
め
る
よ
う
に
訴

え
ま
す
」 

と
す
る
小
中
陽
太 

「
放
射
能
に
汚
染
さ
れ
た
三

陸
の
海
を
子
ど
も
達
に
残
し

て
は
な
ら
な
い
」と
し
て
、「
三

陸
・
宮
城
の
海
を
放
射
能
か
ら

守
る
仙
台
の
会
（
通
称
・
わ
か

め
の
会
）
」
（
大
友
佳
代
子
代

表
）
二
十
人
は
、
十
二
月
十
三

日
宮
城
県
庁
を
訪
れ
、
県
知
事

と
県
議
会
に
対
し
て
、
「
県
民

の
理
解
が
得
ら
れ
る
ま
で
、
青

森
県
と
日
本
原
燃
（
株
）
に
再 

郎
氏
（
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
）
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
、
六
氏
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ

た
の
は
小
中
氏
の
ほ
か
に
、
須

田
春
海
（
市
民
活
動
全
国
セ
ン

タ
ー
）
、
水
口
憲
哉
（
東
京
海

洋
大
学
名
誉
教
授
）
、
室
田
武

（
同
志
社
大
学
大
学
院
教
授
）
、

森
詠
（
作
家
）
、
森
村
誠
一
（
著

述
業
）
の
各
氏
で
す
。 

 

こ
の
他
今
回
の
ア
ピ
ー
ル

に
は
、
石
牟
礼
道
子
、
大
貫
妙

子
、
小
田
実
、
鎌
田
慧
、
小
出

裕
章
、
小
室
等
、
坂
本
龍
一
、 

田
島
征
三
、
中
川
李
枝
子
、
中

村
敦
夫
、
羽
田
澄
子
、
前
田
哲

男
、
広
瀬
隆
、
藤
田
祐
幸
、
湯

川
れ
い
子
氏
な
ど
各
界
の
著

名
人
が
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。 

処
理
工
場
を
運
転
し
な
い
よ

う
に
申
し
入
れ
る
事
」
を
望
む

署
名
、
二
六
九
二
人
分
を
提
出

し
ま
し
た
。 

 

記
者
会
見
で
は
、「
工
場
そ

の
も
の
の
問
題
点
は
報
道
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、
放
射
能
廃

液
が
海
洋
汚
染
を
も
た
ら
し
、

漁
業
へ
深
刻
な
影
響
を
与
え

る
な
ど
に
つ
い
て
報
道
が
少

な
い
」
「
再
処
理
の
廃
液
は
三 

岩
手
・東
和
町
で
学
習
会 

十
二
月
二
十
一
日
、
花
巻
市

東
和
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

「
再
処
理
工
場
が
岩
手
に
も

た
ら
す
影
響
に
つ
い
て
」を
テ

ー
マ
と
す
る
学
習
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
の
は

東
和
町
近
隣
の
農
業
者
な
ど

二
九
人
。講
師
と
し
て
招
か
れ

た
永
田
文
夫
さ
ん
か
ら
、六
ヶ

所
工
場
の
危
険
な
実
態
と
、
増

え
続
け
る
「
核
の
ゴ
ミ
」
の
捨

て
場
と
し
て
、
北
上
山
地
が
狙

わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。 

岩
手
県
教
組
・高
教
組
教
育
研 

究
集
会
で
「六
ヶ
所
」学
習 

 

一
一
月
一
八
〜
一
九
日
開 

催
さ
れ
た
岩
教
組
、
高
教
組
教 

研
分
科
会
「
環
境
問
題
と
教 

育
」
（
二
〇
人
）
で
は
、
六
ヶ 

所
再
処
理
と
海
洋
汚
染
の
問 

題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
日
教
組 

全
国
教
育
研
究
集
会
へ
代
表 

を
送
り 

発
表
す
る
こ
と
と
し 

ま
し
た
。 

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー 

陸
の
沿
岸
沿
い
に
宮
城
県
沖

ま
で
広
が
り
、
日
本
の
水
産
業

の
根
本
を
揺
る
が
し
か
ね
な

い
」
「
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
は

安
心
し
て
三
陸
の
海
産
物
を

食
べ
た
い
」
な
ど
を
訴
え
ま
し

た
。 

こ
の
模
様
は
、
特
に
、

水
産
業
界
紙
「
み
な
と
新
聞
」

（
日
刊
・
本
社
山
口
県
）
が
大

き
く
取
り
上
げ
報
じ
ま
し
た
。 

仙
台
の
市
民
団
体
・わ
か
め
の
会 

放
射
能
を
三
陸
の
海
に
流
さ
な
い
事
を 

求
め
る
署
名 

宮
城
県
・県
議
会
に
提
出 

私
た
ち
は 

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
を 

動
か
さ
な
い
よ
う
訴
え
ま
す
。 

 
 

 

一
二
四
人
の

著
名
人
が
ア
ピ
ー
ル 

 

「
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
を
直
ち
に
止
め
よ
う
」
と

い
う
ア
ピ
ー
ル
が
、
十
二
月
十
四
日
、
東
京
で
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
記
者
会
見
し
た
の
は
原
子
力
資
料
情

報
室
共
同
代
表
西
尾
漠
氏
ら
五
人
で
、「
将
来
の
平
和

を
保
証
し
、
子
ど
も
達
を
守
る
た
め
に
、
放
射
能
の

リ
サ
イ
ク
ル
を
止
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
」
と
訴
え
ま
し

た
。
ア
ピ
ー
ル
に
は
、
既
に
一
二
四
人
の
著
名
人
が

署
名
し
、
か
っ
て
な
い
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。 

写真は「原水禁」ホームページから 


